
家 庭

１ 教育課程研究協議会の経過（平成21年度～平成24年度）
平成21年度から平成24年度までの手引及び教育課程研究協議会の概要は次のとおりである。

２ 指導と評価を円滑に行うための年間指導計画の作成
(1) 年間指導計画作成上の主な留意点

「家庭基礎」、「家庭総合」及び「生活デザイン」の各科目に配当する総授業時数の
うち、原則10分の５以上を実験・実習に配当すること。その際、実験・実習には、調査

手 引 の 概 要 説 明 及 び 協 議 の 概 要
１ 科目構成 ・共通教科「生活デザイン」新設について
２ 改訂の基本方針 ・必履修科目「家庭基礎」、「家庭総合」、「生

　 ３ 改訂の内容 活デザイン」から、生徒による選択で必
　 (1) 目標 ず１科目を履修させることについて
　　　(2) 各科目 ・ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活
　 (3) 各科目に共通する事項 動の一層の充実について
　 ４ 質疑応答 ・各科目の目標、ねらい、内容構成と取扱

問１ 教科目標の意図 いについて
問２ 教育課程編成上の留意点 ・研究協議「家庭科における思考力・判断
問３ ホームプロジェクトと学校家庭ク 力・表現力等の育成を図る指導内容・指

ラブ活動の配慮事項 導方法について」

平
成
21
年
度

１ 全般的事項 ・小学校「家庭」、中学校「技術・家庭（家
問１ 小・中学校の学習内容との関連性 庭分野）」の目標と内容の系統性について

平 問２ 共通教科「家庭」の目標等 ・家庭科の特徴を生かした言語活動の充実
成 問３ 食に関する指導 について
22 問４ 消費者教育及び環境教育の改善点 ・科目「生活デザイン」の特徴について
年 問５ 言語活動の充実 ・研究協議「言語活動の充実を図る指導内
度 ２ 各科目 容・指導方法等について」、「少子高齢社

問１ 科目「生活デザイン」の特徴 会への対応、食育、消費者教育の推進な
ど社会の変化に対応した課題に関する指
導について」

１ 教育課程の編成 ・専門教科「家庭」の科目について
(1) 基本的な考え方 ・「家庭基礎」（２単位）、「家庭総合」（４
(2) 特色ある教育課程の編成 単位）、「生活デザイン」（４単位）の年

２ 指導計画の作成と内容の取扱い 間指導計画（例）について
平 (1) 指導計画の作成 ・言語活動を取り入れた学習活動及び実践
成 (2) 内容の取扱い 事例について
23 (3) 各科目の指導計画 ・消費者教育の４つの主要分野と少年期（中
年 ３ 言語活動を充実する学習指導の実践例 学・高校生）における目標について
度 (1) 「家庭総合」の実践事例 ・実践発表及び研究協議「家庭科における

(2) 「生活デザイン」の実践事例 言語活動の充実など思考力、判断力、表
(3) 「家庭基礎」の実践事例 現力等の育成や学習意欲の向上を図る指

【トピック】 導内容・指導方法等について」
「消費者教育」の充実

１ 学習指導の改善・充実 ・効果的な学習指導を推進するための留意
(1) 学習指導の改善・充実の視点 点について

平 (2) 効果的な学習指導 ・観点別学習状況の評価の在り方と、評価
成 ２ 評価方法の改善・充実 方法や評価の総括について
24 ３ 学習評価の具体例 ・家庭総合における道徳教育の適切な指導
年 (1) 観点別学習状況の評価の進め方 について
度 (2) 観点別学習状況の評価の実際 ・実践発表「言語活動の充実について」

(3) 観点別学習状況の評価の総括 ・研究協議「学習評価について」、「消費者
【トピック】 教育の指導上の課題について」

「家庭総合」における道徳教育
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・研究、観察・見学、就業体験、乳幼児や高齢者との触れ合いや交流活動などの学習活
動が含まれること。

(2)「家庭基礎」における年間指導計画及び単元の指導計画例
ア 年間指導計画の例

イ 単元（題材）の指導計画「青年期の自立と家族・家庭」について
ア 「青年期の自立と家族・家庭」の指導と評価の計画（例）（８時間）

①生活と意思決定 １時間（第１次）
②家族ドラマの作成及び発表 ６時間（第２次）
③アサーショントレーニング １時間（第３次）

【ねらい】／◆学習活動 評価の観点 ・評価規準／◇評価方法 生徒Ａ
関 思 技 知 の評価

第
１
次

◆題材の流れと目的を理解する。 ● ・歴史的、文化的、社会的制度としての家族につい
◆家族に関する内容について教科書を読み、歴 ● て理解している。

史的、文化的、社会制度としての家族につい ◇観察
て知り、関心をもつ。

◆「人生の選択」について、自分の意思決定内 ● ・意思決定に影響を与える要因について考えている。
容をグループ員に説明する。 ◇ワークシート１「人生の選択」（※１）

第
２
次

◆グループで、各個人の「人生の選択」につい ● ・家族や家庭の課題を検討することができる。
て交流する。 ◇観察

◆「人生の選択」の項目を題材に、家族の葛藤 ● ・男女が協力して家族を築くという視点から家族ド
や心情を描く「家族ドラマ」をグループで考 ラマの作成に主体的に関わっている。
え台本を練り上げる。 ◇観察、家族ドラマのシナリオ
（発表時間：３分間以上） ● ・固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の信頼

◆配役を決定し、発表の練習をしながら、家族 関係のもとで夫婦関係を築くことについて具体的
の課題について、改善・修正を加える。 事例から考えている。

◇家族ドラマのシナリオ（※２）

◆家族ドラマを発表し、全員で審査する。 ● ・家族が社会制度として、存在することの意味、必
（脚本賞（金・銀）、演技賞（金・銀）） 要性について考え、審査している。

◇ワークシート２「審査用紙（※３）

◆定期考査 ● ・歴史的、文化的、社会的制度としての家族につい
て理解を深めている。

【ねらい】
家族ドラマの作成を通して、固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の尊重と信頼関係のもとで夫婦関

係を築き、共に協力して家庭をつくることの意義や重要性を認識させる。

【ねらい】
生涯を見通して、生活課題に対応した意思決定をし、責任をもって行動することが重要であることを理解させる。

Ａ
Ｂ

Ａ
Ａ

B

評価規準は、「おおむね満足できる」状況と
判断されるもの（Ｂ）を示している。

A

学 月 単元 指導項目 指導のねらい 時 評価の観点・評価規準に盛り込むべき事項／◇評価方法
期 （題材） 数

オリエンテーション ・「家庭基礎」 【関心・意欲・態度】
４ の目標、内 １ 家庭基礎の学習の目的や目標を理解し、学習への意欲をもつ。

容を理解さ
せる。

５
(1） 人 ア 青年期 ・生涯発達の 【関心・意欲・態度】

の一 の自立と 視点で青年 ７ 家族や家庭生活の営みを人の一生との関わりの中で捉え、各ライフステージ
生と 家族・家 期の課題を の特徴と課題、家族や家庭生活の在り方などに関心をもち、共に支え合って生
家族 庭 認識させ、 活するという視点から主体的に学習活動に取り組んでいる。 ◇観察法
・家 (ｱ) 青年期 男女が協力 【思考・判断・表現】
庭及 の自立 して家庭を 生涯発達の視点から、各ライフステージの課題や家族や家庭生活の在り方に
び福 (ｲ) 生活と 築くことの ついての課題を見いだし、その解決を目指して思考を深め、適切に判断し、表
祉 意思決定 重要性を考 現している。 ◇家族ドラマ

えさせる。 【技能】
事例研究などを通して、家族や家庭生活の在り方などについて検討するため

の技術を身に付けている。 ◇ワークシート
【知識・理解】

生涯発達の視点から、各ライフステージの特徴と課題、家族や家庭生活の在
り方などについて理解し、人の一生を自分の問題として捉えるために必要な知
識を身に付けている。 ◇定期考査問題
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イ 単元（題材）の指導計画「青年期の自立と家族・家庭」について
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(3) 観点【思考・判断・表現】における具体の評価例
ア ワークシート１「人生の選択」（※１）における評価の具体について

評価（Ｂ）「意思決定に影響を与える要因について考えている。」を踏まえた事例
を以下に示す。

イ 「家族ドラマのシナリオ」（※２）における評価の具体について
評価（Ｂ）「固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の信頼関係のもとで夫婦関

係を築くことについて具体的事例から考えている。」を踏まえた事例を以下に示す。
グループ学習において、参加できていない（「努力を要する」と判断した）生徒に

は、家族ドラマに必要な小道具の製作や他のグループの様子を観察し、グループのメ
ンバーに報告させるなどの役割を与え、積極的に参加するよう働きかける。また、グ

ワークシート１「人生の選択」（※1） 【生徒Ａの記入例】
人生の選択～今のところ、どうしたい？
１ 将来の結婚について
(1) 将来の結婚について
ア ①したい。 ②したくない。
イ 結婚する、又はしない場合のメリット、デメリットを記入して
ください。

(2) 結婚後の女性の仕事について
ア ①仕事を続ける。 ②仕事を続けない。
イ 仕事を続ける、又は続けない場合のメリット、デメリットを記
入してください。

ウ デメリットの解決策
(3) 結婚する場合の姓（名字）について
ア ①夫 ②妻
イ その理由を記入してください。

(4) 子どもについて
ア ①ほしい。 ②ほしくない。
イ その理由を記入してください。

２ 共働きのカップルで、妊娠・出産後の女性の仕事について
ア ①仕事を続ける。 ②退職する。
イ 選択した場合のメリット、デメリットを記入してください。
ウ デメリットの解決策

３ 夫、妻（専業主婦）、子どもの核家族世帯について
(1) 専業主婦の妻が、仕事をしたいと家族に打ち明けました。仕事が
したい理由を考え、記入してください。

(2) あなたは、専業主婦である妻が職業労働をすることについて
ア ①職業労働に従事する。 ②職業労働に従事しない。
イ 職業労働に従事する、又はしない場合のメリット、デメリット
を考え記入してください。

ウ デメリットの解決策

ア ②したくない。
イ メリット：自由に生活できるから。

デメリット：一人でご飯を食べてもおいしく
ない。

ア ①仕事を続ける。
イ メリット：子どもの学費、住宅ローンのため

デメリット：子どもと一緒にいられない。
ウ 子どもが生まれたら仕事を辞めて、小学校に

入学したらまた仕事を始める。
ア ①夫
イ 特別な理由はない。
ア ①ほしい
イ 子どもが好きだから
ア ②退職する。
イ メリット：育児に専念できる。

デメリット：収入が少なくなる。
ウ 夫が残業を多くする。
(1)わからない。
(2)ア 職業労働に従事する。

イ メリット：収入が増える。
デメリット：夕飯の準備や掃除を家族で分
担しなくてはいけない。

ウ 子どもが家事を分担する。

B
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う
る
さ
い
ん
だ
よ
！
」

父
「
お
前
を
そ
ん
な
風
に
育
て
た
覚
え
は
な
い
ぞ
」

娘
「
育
て
た
？
よ
く
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
ね
！
い
つ
も

仕
事
ば
か
り
で
私
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
く
せ
に
！
」

父
「
・
・
な
ん
だ
と
・
・
・
！

」（
机
を
た
た
く
）息

子
が
帰
っ
て
く
る

。
息

「
痛
て
え
」（

傷
を
お
さ
え
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
）

息
子
が
二
人
の
状
況
を
見
る
。

息
「
・
・
・
何
に
し
て
る
ん
だ
」

父
が
息
子
に
気
付
く
。

父
「
お
前
、
そ
の
傷
ど
う
し
た
ん
だ
」

息
「（

舌
打
ち
）
関
係
な
い
だ
ろ
う
」

父
「（

た
め

息
）・

・
。

ま
た
、
ケ

ン
カ
し

て
き
た
の

か
。
お
前

た
ち
二

人
と
も
ど
う
し
た
ん
だ
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
座
れ
」

二
人
と
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
父
の
前
に
座
る
。

父
「
ま
ず
、
あ
お
い
か
ら
話
し
な
さ
い
。
い
つ
か
ら
た
ば
こ
を

始
め
た

ん
だ
」

娘
「
・
・
・（

だ
ま
っ
て
下
を
向
い
た
ま
ま
）」

父
「
お
い
、
あ
お
い
聞
い
て
い
る
の
か
？
」（

怒
る
）

娘
「
全
部
父
さ
ん
が
い
け
な
い
ん
だ
！
」（

机
を
た
た
い
て
立

ち
上
が
る
）

母
が
振
り
向
く

息
「
そ

う
だ

よ
・
・

。
毎

日
仕
事
ば

っ
か
り
で

俺
た
ち

に
か
ま
っ

て
く

れ
て
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！
結
局
家
族
よ
り
仕
事
か
よ
」

父
「
う

る
さ
い

！
（
立

ち
上
が

る
）
偉

そ
う
な
口

た
た
い
て

・
・
。
父

さ
ん
だ
っ
て
、
毎
日
毎
日
」

娘
「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
る
よ
！
で
も
、・

・
今
の
私
た
ち
の
状
況
が

わ
か
ら
な
い
の
？
」

息
「
だ
か
ら
母
さ
ん
だ
っ
て
ネ
ッ
ト
中
毒
に
・
・
」

母
「
も
う
や
め
て
っ
て
！
」（

イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
）

母
「
い
い
の
・
・
。こ

れ
で
い
い
の
。父

さ
ん
が
仕
事
で
忙
し
い

の
は
、

私
は
よ

く
分

か
っ
て

る
。
あ

な
た
た
ち

は
よ
け
い

な
口
出
し

し
な

く
て
い
い
か
ら
、
ほ
ら
早
く
寝
な
さ
い
。」

以
下
省
略

【
登
場

人
物

】
父

（
会
社

員
）

母（
ネ
ッ

ト
中
毒

）
娘
（
た

ば
こ

）
息

子
（

ケ
ン

カ
）

B

ネット依存と長時間労働など今日的
な課題を取り上げているため評価
（Ｂ）とする。さらに、生徒Ａが、グ
ループ内でより積極的にシナリオ作成
に関わると評価（Ａ）となる。

各質問の答え、今日的な課題を踏まえた理由が記述されているため、評価（B）とす
る。さらに、男女共同参画社会に触れていれば評価（Ａ）となる。

(3) 観点【思考・判断・表現】における具体の評価例
ア ワークシート１「人生の選択」（※１）における評価の具体について

評価（Ｂ）「意思決定に影響を与える要因について考えている。」を踏まえた事例
を以下に示す。

イ 「家族ドラマのシナリオ」（※２）における評価の具体について
評価（Ｂ）「固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の信頼関係のもとで夫婦関

係を築くことについて具体的事例から考えている。」を踏まえた事例を以下に示す。
グループ学習において、参加できていない（「努力を要する」と判断した）生徒に

は、家族ドラマに必要な小道具の製作や他のグループの様子を観察し、グループのメ
ンバーに報告させるなどの役割を与え、積極的に参加するよう働きかける。また、グ

ワークシート１「人生の選択」（※1） 【生徒Ａの記入例】
人生の選択～今のところ、どうしたい？
１ 将来の結婚について
(1) 将来の結婚について
ア ①したい。 ②したくない。
イ 結婚する、又はしない場合のメリット、デメリットを記入して
ください。

(2) 結婚後の女性の仕事について
ア ①仕事を続ける。 ②仕事を続けない。
イ 仕事を続ける、又は続けない場合のメリット、デメリットを記
入してください。

ウ デメリットの解決策
(3) 結婚する場合の姓（名字）について
ア ①夫 ②妻
イ その理由を記入してください。

(4) 子どもについて
ア ①ほしい。 ②ほしくない。
イ その理由を記入してください。

２ 共働きのカップルで、妊娠・出産後の女性の仕事について
ア ①仕事を続ける。 ②退職する。
イ 選択した場合のメリット、デメリットを記入してください。
ウ デメリットの解決策

３ 夫、妻（専業主婦）、子どもの核家族世帯について
(1) 専業主婦の妻が、仕事をしたいと家族に打ち明けました。仕事が
したい理由を考え、記入してください。

(2) あなたは、専業主婦である妻が職業労働をすることについて
ア ①職業労働に従事する。 ②職業労働に従事しない。
イ 職業労働に従事する、又はしない場合のメリット、デメリット
を考え記入してください。

ウ デメリットの解決策

ア ②したくない。
イ メリット：自由に生活できるから。

デメリット：一人でご飯を食べてもおいしく
ない。

ア ①仕事を続ける。
イ メリット：子どもの学費、住宅ローンのため

デメリット：子どもと一緒にいられない。
ウ 子どもが生まれたら仕事を辞めて、小学校に

入学したらまた仕事を始める。
ア ①夫
イ 特別な理由はない。
ア ①ほしい
イ 子どもが好きだから
ア ②退職する。
イ メリット：育児に専念できる。

デメリット：収入が少なくなる。
ウ 夫が残業を多くする。
(1)わからない。
(2)ア 職業労働に従事する。

イ メリット：収入が増える。
デメリット：夕飯の準備や掃除を家族で分
担しなくてはいけない。

ウ 子どもが家事を分担する。

B

あ
の
頃
に
戻
れ
た
ら

父
「
た
だ
い
ま
」（

三
回
目
で
母
が
気
付
く
）

母
「
お
か
え
り

」（
ネ
ッ
ト
を
し
な
が
ら
）

父
「
晩
飯
は
？
」

母
「
そ
こ
に
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
あ
る
か
ら
、
適
当
に
食
べ
と
い

て
」

父
「
ま
た
か
よ
・
・
・
」（

食
事
の
準
備
）

父
「
あ
お
い
と
裕
哉
は
？
」

母
「
二
人
と
も
ど
っ
か
に
出
か
け
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

父
「
こ
ん
な
時
間
に
か
？
」（

腕
時
計
を
見
な
が
ら
）

母
「
そ
の
う
ち
帰
っ
て
く
る
わ
よ
」

娘
が
無
言
で
ド
ア
を
開
け
て
帰
っ
て
く
る
。

父
「
お
か
え
り
」

娘
「
・
・
・
た
だ
い
ま
」（

だ
る
そ
う
に
）

娘
が
た
ば
こ
を
吸
お
う
と
す
る
。

父
「
お
い
、
何
や
っ
て
い
る
ん
だ
お
前
」（

止
め
る
）

娘
「
別
に
い
い
ん
じ
ゃ
ん
」（

た
ば
こ
を
吸
う
）

父
「
別
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
」

娘
「
い
ち
い
ち
う
る
さ
い
ん
だ
よ
！
」

父
「
お
前
を
そ
ん
な
風
に
育
て
た
覚
え
は
な
い
ぞ
」

娘
「
育
て
た
？
よ
く
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
ね
！
い
つ
も

仕
事
ば
か
り
で
私
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
く
せ
に
！
」

父
「
・
・
な
ん
だ
と
・
・
・
！

」（
机
を
た
た
く
）息

子
が
帰
っ
て
く
る

。
息

「
痛
て
え
」（

傷
を
お
さ
え
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
）

息
子
が
二
人
の
状
況
を
見
る
。

息
「
・
・
・
何
に
し
て
る
ん
だ
」

父
が
息
子
に
気
付
く
。

父
「
お
前
、
そ
の
傷
ど
う
し
た
ん
だ
」

息
「（

舌
打
ち
）
関
係
な
い
だ
ろ
う
」

父
「（

た
め

息
）・

・
。

ま
た
、
ケ

ン
カ
し

て
き
た
の

か
。
お
前

た
ち
二

人
と
も
ど
う
し
た
ん
だ
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
座
れ
」

二
人
と
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
父
の
前
に
座
る
。

父
「
ま
ず
、
あ
お
い
か
ら
話
し
な
さ
い
。
い
つ
か
ら
た
ば
こ
を

始
め
た

ん
だ
」

娘
「
・
・
・（

だ
ま
っ
て
下
を
向
い
た
ま
ま
）」

父
「
お
い
、
あ
お
い
聞
い
て
い
る
の
か
？
」（

怒
る
）

娘
「
全
部
父
さ
ん
が
い
け
な
い
ん
だ
！
」（

机
を
た
た
い
て
立

ち
上
が
る
）

母
が
振
り
向
く

息
「
そ

う
だ

よ
・
・

。
毎

日
仕
事
ば

っ
か
り
で

俺
た
ち

に
か
ま
っ

て
く

れ
て
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
！
結
局
家
族
よ
り
仕
事
か
よ
」

父
「
う

る
さ
い

！
（
立

ち
上
が

る
）
偉

そ
う
な
口

た
た
い
て

・
・
。
父

さ
ん
だ
っ
て
、
毎
日
毎
日
」

娘
「
そ
ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
る
よ
！
で
も
、・

・
今
の
私
た
ち
の
状
況
が

わ
か
ら
な
い
の
？
」

息
「
だ
か
ら
母
さ
ん
だ
っ
て
ネ
ッ
ト
中
毒
に
・
・
」

母
「
も
う
や
め
て
っ
て
！
」（

イ
ス
か
ら
立
ち
上
が
る
）

母
「
い
い
の
・
・
。こ

れ
で
い
い
の
。父

さ
ん
が
仕
事
で
忙
し
い

の
は
、

私
は
よ

く
分

か
っ
て

る
。
あ

な
た
た
ち

は
よ
け
い

な
口
出
し

し
な

く
て
い
い
か
ら
、
ほ
ら
早
く
寝
な
さ
い
。」

以
下
省
略

【
登
場

人
物

】
父

（
会
社

員
）

母（
ネ
ッ

ト
中
毒

）
娘
（
た

ば
こ

）
息

子
（

ケ
ン

カ
）

B

ネット依存と長時間労働など今日的
な課題を取り上げているため評価
（Ｂ）とする。さらに、生徒Ａが、グ
ループ内でより積極的にシナリオ作成
に関わると評価（Ａ）となる。

各質問の答え、今日的な課題を踏まえた理由が記述されているため、評価（B）とす
る。さらに、男女共同参画社会に触れていれば評価（Ａ）となる。

。

。
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ループ学習から個々の生徒を評価するために、グループ学習の前に、自分の考えや意
見を書く場面を設定し、ワークシート（※１）に記入させることで、個々の生徒の取
組状況を把握する。また、作業中に机間指導を行い、グループ活動への取組の様子（リ
ーダーシップの発揮・活動への参加の度合い、役割・貢献度等）を観察し、評価する。

ウ ワークシート２「審査用紙」（※３）における評価の具体について
評価（Ｂ）「家族が社会制度として、存在するこ

との意味、必要性について考え、審査している。」
を踏まえた事例を以下に示す。ここでは「１ 感想
など」、「２ 今回の家族ドラマ作成で気付いたこ
と」、「３ 他の班の家族ドラマなどから考えたこ
と」を総合的に評価する。

ワークシート２「審査用紙」（※３） 【生徒Ａの記入例】
１ 家族ドラマ審査／考察用紙 ２ 今回の家族ドラマ作成で気付いたこと

班 タイトル 感想など 賞候補
家族の力 息子、娘たちの父さんへの優しさが やりがいのある授業でした。自分たちで脚本、演出、設

１ ６ 感じられるストーリーでした。 定などを考えるのは大変でしたが、成功した時の達成感が
大きかったです。Gさんが夜中の２時まで脚本を書いてくれ

親心と干し芋 母さん、本人は登場してこないけれ ました。放課後に残ってみんなで演出のアイディアを出した
２ １ ど、配達員の言葉や干し芋から、親心 り、リハーサルをするのは楽しかったです。協力的でいい班

や温かさを感じました。 だと思いました。脚本がドラマのように書かれてはいなかっ
Father 主人公の演技がうまかった。父さん たが、Ｓ君とＴ君がアドリブを入れ雰囲気を盛り上げてくれた

３ ８ ～あの日の頃 の熱意を息子も同じようにもっていると思 脚本賞 ので感謝しています。
に戻れたら～ いました。
Never give up!

４ ２ ３ 他の班の家族ドラマなどから家族や家庭について考えた
こと 【思考・判断・表現】

Ｗｏｒｋ ナレーターが聞き取りやすく、上手で
８ ９ した。悩み事は、１度経験したことのある

人に相談すべきだと思った。 個性的な内容のドラマが多く、どれもよかったです。演
決意と成長 演技がよかった。子どもたちの親を思

演技賞
技が上手な人がいる班は、特に印象に残りました。

９ ４ いやる姿が素晴らしい。 家族の絆、親思いの子ども、子ども思いの親など様々
な心境が表現されていて感心しました。私が１番心に残っ

Family 演技が上手でした。おじいちゃんが出 たのは、親を想う子どもたちのドラマです。「働きたい」と言う
10 ５ てくる珍しいケースだったので面白かっ 母さんのために、子どもたちが「母さんのために家事を手伝

た。 う優しい考え方を私も見習おうと思いました。

[「十分満足できる」状況(Ａ)と判断される記入例] [「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断される記入例]
・家族が社会制度として存在している意味、必要性について     ・家族が社会制度として存在することの意味、必要性につ

自分の家庭を振り返り考え、審査している。  いて考え、審査している。

どの班をみても、ほとんどが家族みんなで話し合う場面があ 自分たちの班より内容が濃く、とても長いドラマを作っていて、
って、それは大事だと思った。最近は、夫だけじゃなくて妻も働 もう少し自分たちの班のドラマを長くすればよかった。考えさせら
かなければならない時代なので、夫が家事や育児を手伝うこ れるドラマがあったり、面白いドラマがあったり、自分たちの班に
とや子どもが家のことを手伝うのが必要だと思いました。 ないことがたくさんあり、見ていて楽しかった。
※女性の職業労働の変化や家事労働について考えている。 ※何について考えたのか、具体的に記述する必要がある。

家族ドラマを作ってみて、ドラマではたくさん大変なことがあっ みんな内容がリアルで面白く、役に入り込む人ばかりだった
たので、普通に暮らせることは、とても幸せなことだと改めて思 し、笑えるところもあってよかった。他のクラスのドラマも見てみた
いました。ドラマのような大きなことが実際にはないけれど、私も い。大人になった時にこんな事があるのかと思った。
そのようなことがあったら乗り越えられるようになればいいなと思
った。
※自分の家庭を振り返り、家族の大切さを認識している。 ※大人になった時ではなく、現在の自分の家庭への振り返りが

必要である。

家族って大切だと思った。事故にあったり病気をしたときに ９班の全てがどこかで笑いをとっていたのがすごかった。自分
大切さに気付くのは、もしかしたら遅いのかもしれないから、日 たちの班の話し合いにも出てこなかった家庭問題があって、とて
頃から感謝の気持ちを忘れずに大切にしていくべきだと思う。 も見応えがあった。楽しい授業だった。
※自分の家庭を振り返り、家族への感謝の気持ちをもっている。 ※家庭問題について、具体的な内容を記述する必要がある。

B

A評価

評価
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３ 観点別学習状況の観点ごとの総括
観点別学習状況については、個々の評価規準に照らして学習の実現状況を評価し、得ら

れた評価結果を基に、単元（題材）全体の実現状況をまとめ、さらに学期や学年といった
単位で学習の実現状況をまとめる。
(1) 観点別学習状況の評価の観点ごとの評価の総括

ア 題材又は単元ごとの観点別評価及びその総括について
各題材や単元で身に付ける資質や能力を明確にし、題材又は単元ごとの評価計画を

作成して具体的な評価規準を設定する。その際、題材又は単元によって重視する観点
や評価規準があれば、評価計画作成の段階から評価回数を多くしたり、重み付けをし
たりするとともに、観点の趣旨にふさわしい評価方法を適切に選択し組み合わせるな
ど、多元的に評価することが必要である。

イ 学期及び学年末の各科目の観点別学習状況の評価
学期及び学年末における観点ごとの評価の総括は、題材又は単元ごとの観点別学習

状況の評価を行い、観点ごとに総括して、学期ごと、学年ごとの観点別学習状況の評
価とすることもできる。その際、補充指導の効果を生かして修正するなど生徒の進歩
の状況について配慮する必要がある。この他にも、観点別評価の総括について様々な
考え方があり、生徒の実態等を踏まえ、各学校において工夫することが大切である。

(2) 観点別学習状況の評定への総括
観点別学習状

況の評価が評定
の基本的な要素
となる。

学年末に評定
へ総括する場合
には、学期末に
観点ごとに総括
した評価の結果
を基に総括する
ことが考えられ
る。

「家庭基礎」の評定への総括（例）
関意態 思判表 技能 知理 単元の総括

(1) 人の一生と家族・家庭及び福祉 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ （３）
(2) 生活の自立及び消費と ア 食事と健康 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ （２）
環境

イ 被服管理と着装 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ （２）
ウ 住居と住環境 Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ （２）
エ 消費生活と生涯を見通した経済の計画 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ （３）
オ ライフスタイルと環境 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ （３）
カ 生涯の生活設計 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ （２）

(3) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ （３）
総括 ３＋２＋２＋２＋３＋３＋２＋３＝２０ ２０÷８＝２.５ 評定 ４

【評定５ ３≧平均値≧２.７】【評定４ ２.６≧平均値≧２.３】【評定３ ２.２≧平均値≧１.７】
【評定２ １.６≧平均値≧１.１】【評定１ １】

「家庭総合」の評定への総括（例）
関意態 思判表 技能 知理

(1) 人の一生と家族・家庭 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ（３）
(2) 子どもや高齢者とのかかわりと福祉 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ（２）
(3) 生活における経済の計画と消費 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ（２）
(4) 生活の科学と環境 ア 食生活の科学と文化 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ（２）

イ 衣生活の科学と文化 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ（２）
ウ 住生活の科学と文化 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ（２）
エ 持続可能な社会を目指 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ（２）したライフスタイルの確立

(5) 生涯の生活設計 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ（２）
(6) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ（３）
総括 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 合計(２０)

Ａ：25以上
ＡＢＢＢ ３＋２＋２＋２＝９ 評定４ Ｂ：24～15
※評定５は12～11、評定４は10～９、評定３は８、評定２は７～５、評定１は４ Ｃ：14以下

-H25家庭(共通) 5-



◆ 家庭科における人権教育の推進

共通教科家庭の目標「男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する能力と実践的
な態度を育てる」とは、男女共同参画社会の推進を踏まえて、家族・家庭の意義、家族・家庭
と社会とのかかわりについて理解させるとともに、生活に必要な知識と技術の習得を通して、
共に支え合う社会の一員として主体的に行動する意思決定能力を身に付け、男女が協力して家
庭を築いていくことを認識させ、家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育てるこ
とを示している。
○ 「家庭総合」における人権教育（男女共同参画社会の推進）の指導例
(1) 人の一生と家族・家庭 (ｲ) 青年期の課題 (４/７時間)

本 男女共同参画基本法について理解し、男女 指 自立や男女平等と協力などについ
時 が相互に協力して家庭を築くための課題とそ 導 て、グループ内やグループの発表に
の の解決策を考えることができる。 の より全体で意見を共有し、男女共同
目 工 参画社会推進の課題について互いに
標 夫 考えを深めさせる。

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準等
・性別役割分業意識につ ・「男らしさ、女らしさ」 【知識・理解】
いて「男らしさ、女ら から連想する語句を ・男女共同参画
しさ」から連想する語 それぞれあげる。 基本法の内容

導 句をワークシートに記 ・ジェンダーチェック ○北海道環境生活部ＨＰ や制定の背景
入 入させ、発表させる。 で自己を振り返る。 「ジェンダーチェック について理解

・ジェンダーチェックか （個人） 学校編、家庭編」 している。
ら自己を把握させる。 〈評価方法〉

ワークシート
・男女共同参画基本法が ・法が制定された背景 【思考・判断・
制定された背景を考え、 を考え、法の基本理 表現】
男女の社会的責任につ 念を理解する。 ・男女が相互に
いて理解させる。 協力して家庭

・日本の女性のＭ字型就 ・「男女・年齢階級別労 ○資料「日本の労働現場 を築くことに
労の要因についてグル 働力率の推移」から、 の実態」を使用する。 ついて具体的

展 ープで考え、発表させ Ｍ字型の要因につい に考えたり、
開 る。 て、グループで意見 まとめたり、

をまとめ、発表する。 発表したりし
・職業生活と家庭生活の ・出産・子育てと職業 ・少子高齢化との関連に ている。
両立には、社会的支援 生活の両立に必要な ついて説明する。 〈評価方法〉
が必要であることを考 社会的支援を考える。 グループ発表
えさせる。 ワークシート

◆ 家庭科における消費者教育の推進
平成24年12月に策定された「消費者教育の推進に関する法律」では、消費者教育を総合的

かつ一体的に推進するため、消費者教育の基本理念や、国及び地方公共団体等の責務などに
ついて規定された。

本法では、「幼児・児童・生徒の発達の段階に応じた、学校の授業その他の教育活動におけ
る消費者教育の機会の確保」、「教育職員に対する消費者教育に関する研修の充実」、「学校に
おける実践的な消費者教育推進のための人材の活用」など、学校においても消費者教育を推
進することが示された。
○ 消費者教育フェスタの開催（平成22年度～）

文部科学省の消費者教育に関する事業の成果を広く還元するとともに、消費者教育
を実践する多様な主体と連携・協働することにより、消費者教育の更なる推進を図るこ
とを目的に開催。フェスタでは、講演、パネルディスカッションのほか、消費者教育の
授業公開や各種企業・団体によるワークショップ等を実施。

○ 北海道江別高等学校（家庭科・公民科）における取組
「消費者教育推進のための調査研究事業」（文科省指定研究事業、平成24、25年度）

の指定を受け、「教科横断的なカリキュラムの開発」、「消費者保護に関する教材の作成」
等の実践研究を実施。

本校の研究内容については、学校ＨＰに掲載。
江別高等学校ＨＰ URL http://www.eko.ed.jp/index.html

～男女共同参画社会の推進～「男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する」
Topic
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